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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録材に光を照射し記録材から得られる光を検知する検知手段と、前記検知手段からの
出力を補正するため前記検知手段によって検知される基準部を備えた基準部材と、を有し
、前記基準部材は前記検知手段による検知位置から移動可能である記録材検知装置におい
て、
　前記基準部材は、記録材によって移動することを特徴とする記録材検知装置。
【請求項２】
　前記検知手段により記録材を検知する時、前記基準部材は、記録材と前記基準部が接触
しない位置に移動することを特徴とする請求項１記載の記録材検知装置。
【請求項３】
　前記基準部材は、記録材の先端が当接することで移動することを特徴とする請求項１記
載の記録材検知装置。
【請求項４】
　前記基準部材は、記録材の斜行を補正することを特徴とする請求項１記載の記録材検知
装置。
【請求項５】
　前記検知手段は、記録材の表面性又は厚みを検知することを特徴とする請求項１記載の
記録材検知装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明はプリンタ、複写機など画像形成装置に適用される記録材検知装置に関するもの
であり、特に検知手段からの出力を補正するための基準部材に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置に用いられる記録材であるシート材には、いわゆる普通コピー用紙（普通
紙）、プロジェクター用透明フィルムや高画質画像を得るための白色フィルムなど多数あ
る。更に普通紙にも厚さが色々あり、例えば坪量６０ｇ／ｍ２のものもあれば２００ｇ／
ｍ２のものもある。
【０００３】
　これら多種多様なシート材のいずれに対しても良好な画像を得るには、シート材ごとに
画像形成条件を変更しなければならない。例えば、電子写真方式の画像形成装置では、転
写時、抵抗値の低い普通紙には低いバイアスを、抵抗値の高いグロスフィルムには高いバ
イアスを印加するといった、シート材の抵抗値に合わせて最適なバイアスを印加すること
が必要である。また、定着時には、熱容量の低い普通紙には低い温度で、熱容量の大きい
グロスフィルムには高い温度で定着を行うといった、シート材の熱容量に合わせて最適な
定着温度に設定することが必要である。この様に、シート材の種類によらずにより良好な
画像を得るためには、そのシート材の種類を検知しなけばならない。その検知のためには
光学式センサを用いることが一般的に行なわれている。
【０００４】
　一方、搬送されてくるシート材の表面を読み取る光学式センサの読み取り精度は、セン
サ毎の違い、取り付け位置の精度、及び耐久による劣化等で、ばらつきを生じる。これら
のばらつきを補正する為には、基準体を読み取ることで、センサからの出力を補正するこ
とが行われている。この補正は、搬送されてくるシート材と略同一平面（搬送面）で行わ
れることが望ましいため、基準体を搬送されてくるシート材と略同一面に設置することが
よく、その結果として、シート材の搬送によって、基準体の表面に汚れや傷が付くといっ
た問題があった。
【０００５】
　この光学式センサにおける基準体の汚れや傷の問題を解決するため、従来は基準体を移
動自在な支持部材で支持し、基準体を搬送面以外の位置に退避させるため支持部材を駆動
手段で駆動していた。つまり駆動手段によって支持部材を移動し、基準体を搬送面以外の
位置に退避させた後で、シート材を搬送面に移動することを行っていた（特許文献１参照
）。
【特許文献１】特開平４－２０８９３５号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来例では、基準体の移動に駆動手段を用いているため、モータ等
が別途必要となり、コストアップや装置構成が複雑になるといった問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため本発明は、記録材に光を照射し記録材から得られる光を検知す
る検知手段と、前記検知手段からの出力を補正するため前記検知手段によって検知される
基準部を備えた基準部材と、を有し、前記基準部材は前記検知手段による検知位置から移
動可能である記録材検知装置において、前記基準部材は、記録材によって移動することを
特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、基準部の移動に記録材そのものを利用することで、駆動手段であるモ
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ータ等が必要なくなり、大幅に装置本体のコストダウンや装置構成の簡略化を行うことが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　（実施例１）
　以下に、本発明に係る画像形成装置の第１実施例を図１～図７を用いて説明する。
【００１０】
　図１において、１は給紙カセット、２は給紙ローラ、３は搬送手段であるレジストロー
ラ、２１はレジストローラの対向ローラである対向コロ、１９はシート材（記録材）Ｐの
表面状態を検知する検知手段である光学式センサである。センサ１９は、レジストローラ
３と対向コロ２１が当接するニップ部に対応する位置に設けられている。センサ１９は、
シート材に光を照射し、シート材から得られる光を検知することによりシート材の表面性
、厚み等を検知する。
【００１１】
　レジストローラ周辺の斜視図である図２において、２２はレジストローラ３と同軸上に
揺動可能に支持された、シート材の斜行を補正するレジストシャッタである。このレジス
トシャッタ２２にはレジストローラ３と対向ローラ２１のニップ部よりも対向コロ２１側
に突出した突当部２２Ｂが紙幅方向で６箇所並んで設けられている。このレジストシャッ
タ２２の中央部には基準体（基準部）である平板２２Ｋが設けられており、この平板２２
Ｋはセンサ１９の対向位置に配置されている。
【００１２】
　平板２２Ｋは、センサ１９の出力を補正するため、センサ１９によって予め検知され基
準となる出力を得るためのものである。この平板２２Ｋは上述した様にレジストシャッタ
２２に設けられており、レジストシャッタ２２は平板２２Ｋを支持する支持部材であり、
言い換えると基準体（平板２２Ｋ）を有する基準部材である。つまりこのレジストシャッ
タ２２には基準体２２Ｋが設けられており、レジストシャッタ２２は、シート材の斜行補
正の他に、センサの出力補正に寄与している。この基準部材はレジストシャッタ２２であ
るので、センサによる検知位置から移動可能である。
【００１３】
　図１において、４は定着器、５は排紙ローラ、６は排紙トレイ、７～１０は感光ドラム
、１１は露光手段であるレーザスキャナである。感光ドラム７～１０は、レーザスキャナ
１１による露光によって潜像が形成され、この潜像が形成された感光ドラム７～１０はそ
れぞれイエロー、マゼンタ、シアン、ブラックのトナーで不図示の現像手段によって現像
される。また、１２は中間転写ベルト、１３～１６は一次転写手段である一次転写ローラ
であり、一次転写ローラ１３～１６は中間転写ベルト１２を介して感光ドラム７～１０と
当接し、中間転写ベルト１２は図中矢印Ａの方向に回転移動する。中間転写ベルト１２は
２軸構成で、駆動ローラ１７とベルトにテンションを付与するテンションローラ２０に掛
け回されている。駆動ローラ１７は二次転写手段である二次転写ローラ１８の対向に配置
された対向ローラでもある。
【００１４】
　次にシート材の表面状態を検知するセンサ１９の固定方法について、図２を用いて更に
説明する。シート材の表面状態を検知するセンサ１９は左右に配置されたレジストローラ
の対向コロ２１の間（中央部）に、対向コロ軸２３、２４を分断して配置されている。対
向コロ２１の中央部に配置されたセンサ１９は、左右の対向コロ軸２３、２４を保持する
コロホルダ２５に固定され、対向コロ２１と一体的に加圧バネ２６によって、レジストロ
ーラ３側に加圧されている。
【００１５】
　次に動作について説明する。シート材がレジストローラと対向ローラのニップ部に搬送
されてくる前は、レジストシャッタ２２は図３に示した位置にある。そしてレジストシャ
ッタ２２に設けられた平板２２Ｋは、センサ１９に対向する搬送路内の読み取り位置（検
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知位置）にある。この状態で、平板２２Ｋをセンサ１９で読み取ることで、初期に読み取
った値との差を算出し、センサの出力を補正する。この後、給紙カセット１から給紙ロー
ラ２によって供給されたシート材Ｐの先端が、レジストシャッタ２２の突当部２２Ｂに当
接する（図４）。その後、図５に示す様に、シート材Ｐはそのコシで、矢印Ｓの方向に、
レジストシャッタ２２を回転させながら、レジストローラ３と対向コロ２１のニップ部に
到達する。この後、ニップ部に入ったシート材Ｐは、一定量搬送され図６に示す状態で停
止する。この状態になると平板２２Ｋはレジストシャッタ２２と共に大きく回転している
ので、平板２２Ｋのセンサ１９による読取面２２ＫＳは、搬送面から移動し、シート材Ｐ
に接触しない退避位置に位置している。
【００１６】
　このため、引き続きシート材を搬送してもシート材によって平板２２Ｋの基準面２２Ｋ
Ｓがシート材で摺擦することがないため、平板２２Ｋが傷ついたり、汚れたりすることは
ない。
【００１７】
　ここで、レーザスキャナ１１によって露光され、その後、現像された感光ドラム７～１
０上のトナー画像は、駆動ローラ１７によって駆動された中間転写ベルト１２が走行する
ことで、順次一次転写ローラ１３～１６によって中間転写ベルト上に転写されていく。こ
のとき、シート材の表面状態を検知するセンサ１９で、シート材の表面状態の検知は実行
される。
【００１８】
　その後、転写されたベルト上のトナー画像に合わせて、搬送手段であるレジストローラ
３を回転させ、一旦停止させたシート材を二次転写手段である二次転写ローラ１８のニッ
プ部に搬送する。
【００１９】
　予め平板２２Ｋで補正したセンサ１９で検知されたシート材の表面状態に基づき、最適
な転写条件で、トナー画像が転写されたシート材は、定着器４によって未定着トナー画像
が定着され、排紙ローラ５によって排紙トレイ６上に排出される。
【００２０】
　この時、図７に示すようにシート材の後端が、レジストシャッタ２２の突当部２２Ｂか
ら抜けると、レジストシャッタ２２は、バネ力で元の位置に戻り、それに伴い平板２２Ｋ
も、図３で示したセンサ１９で読み取り可能な読み取り位置に戻る。
【００２１】
　この様に本実施例では、平板を支持する支持部材（基準部材）はシート材によって移動
するので、支持部材を移動する為に別途駆動手段であるモータ等を設ける必要がなく、大
幅に装置本体のコストダウンや装置構成の簡略化を行うことができる。
【００２２】
　また本実施例では、平板はレジストシャッタに設けられているので、平板を支持する部
材を別途設ける必要がなく、この点においても装置構成を簡略化することができる。
【００２３】
　（実施例２）
　次に、本発明に係る画像形成装置の第２実施例を図８～１２を用いて説明する。第２実
施例は第１実施例と光学式センサの配置と、基準体周辺の構成が異なるものであり、主に
異なる部分を説明し、同じ部分は同じ番号を使って説明を省略する。
【００２４】
　図８に示す様に本実施例では、レジストローラ３とレジストローラ３の対向ローラであ
る対向コロ２１の下流に、シート材の表面状態を検知する光学式センサ２９を配置し、バ
ネ２９Ｂで搬送ガイド２７に軽圧で当接させている。
【００２５】
　図９に示す様に、搬送ガイド２７の中央部のセンサ２９の対向面には、切り欠きがあり
、その部分に、揺動可能に支持された支持部材３０に一体的に設けられた基準体（基準部
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）２８が設けられている。つまり支持部材３０は基準体２８を有する基準部材でもある。
基準体２８には、突当部２８ａが２箇所設けられていて、センサ２９は、その外側で、搬
送ガイド２７に当接している。
【００２６】
　次にその動作について説明する。実施例１と同様に、シート材がセンサ２９に搬送され
てくる前は、基準体２８は、図８に示した位置にあり、基準体２８はシート材の表面状態
を検知するセンサ２９に対向する搬送路内の読取り位置にある。この状態で、表面状態を
検知するセンサ２９で基準体２８を読み取ることで、初期に読み取った値との差を算出し
、センサ２９の出力を補正する。
【００２７】
　次に給紙カセット１から給紙ローラ２によって給紙されたシート材Ｐは、斜行補正用シ
ャッタで斜行補正されながら、搬送手段であるレジストローラ３と対向コロ２１のニップ
部に到達する。この後、シート材は、シート材の表面状態を検知するセンサ２９まで搬送
される。
【００２８】
　この時、図１０に示すようにシート材Ｐの先端が、支持部材３０に一体的に設けられた
基準体２８の突当部２８ａに当たり、基準体２８を図１０に示す矢印Ｓ２の方向に回転さ
せながら、シート材Ｐは搬送されていく。そしてシート材Ｐは、図１１の状態を経て図１
２の位置まで搬送され一旦停止する。この状態になると支持部材３０に一体的に設けられ
た基準体２８は回転し、基準体２８の光学式センサ２９の読取り面２８Ｓは、搬送面から
移動し、シート材に接触しない退避位置に位置する。
【００２９】
　このため、シート材の搬送によって基準体２８の基準面２８Ｓがシート材で摺擦するこ
とがないため、基準体２８が傷ついたり、汚れたりすることを防止することができる。
【００３０】
　ここで、レーザスキャナ１１によって露光され、その後、現像された感光ドラム７～１
０上のトナー画像は、駆動ローラ１７によって駆動された中間転写ベルト１２が走行する
ことで、順次一次転写ローラ１３～１６によって中間転写ベルト上に転写されていく。こ
のとき、センサ２９で、シート材の表面状態の検知が実行される。
【００３１】
　その後、転写されたベルト上のトナー画像に合わせて、搬送手段であるレジストローラ
３を回転させ、一旦停止させたシート材を二次転写手段である二次転写ローラ１８のニッ
プ部に搬送する。
【００３２】
　予め基準体２８で補正したセンサ２９で検知されたシート材の表面状態に基づき、最適
な転写条件で、トナー画像が転写されたシート材は、定着器４によって未定着トナー画像
が定着され、排紙ローラ５によって排紙トレイ６上に排出される。
【００３３】
　この時、第１実施例と同様に、シート材の後端が、支持部材３０に一体的に設けられた
基準体２８の突当部２８ａを抜けると、支持部材３０は、図１０で示した位置にバネ力で
戻り、基準体２８も図１０で示したセンサ２９で読み取り可能な読み取り位置に戻る。
【００３４】
　この様に本実施例でも、基準体を支持する支持部材（基準部材）はシート材によって移
動するので、支持部材を移動する為に別途駆動手段であるモータ等を設ける必要がなく、
大幅に装置本体のコストダウンや装置構成の簡略化を行うことができる。
【００３５】
　また本実施例によれば、基準体をシート材の斜行を補正するレジストシャッタとは、別
に設けることで、センサの配置の自由度が上がるというメリットがある。
【００３６】
　このため、転写前のシート材の表面状態だけでなく、定着後の搬送路にも配設すること
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る。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の第１実施例である画像形成装置を示す図。
【図２】レジストローラ周辺の斜視図。
【図３】シート材の表面状態を検知する光学式センサを示す図。
【図４】シート材の移動に伴う基準体の動作状態を示す図。
【図５】シート材の移動に伴う基準体の動作状態を示す図。
【図６】シート材の移動に伴う基準体の動作状態を示す図。
【図７】シート材の移動に伴う基準体の動作状態を示す図。
【図８】本発明の第２実施例である画像形成装置を示す図。
【図９】シート材の表面状態を検知する光学式センサの斜視図。
【図１０】シート材の表面状態を検知する光学式センサを示す図。
【図１１】シート材の移動に伴う基準体の動作状態を示す図。
【図１２】シート材の移動に伴う基準体の動作状態を示す図。
【符号の説明】
【００３８】
　３　レジストローラ
　１９　光学式センサ
　２１　レジストローラの対向コロ
　２２　レジストシャッタ
　２２Ｋ　基準体
　２２Ｂ　突当部
　２８　基準体
　２８ａ　突当部
　２９　光学式センサ
　３０　支持部材
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【図７】 【図８】



(9) JP 4717723 B2 2011.7.6

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(10) JP 4717723 B2 2011.7.6

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平１０－３０４１９５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表平０９－５０６２００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０１－０９９１８７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－０７２５９４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６５Ｈ　　　７／１４　　　　
              Ｂ６５Ｈ　　　９／１４　　　　
              Ｇ０３Ｇ　　１５／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

